
訪問看護ステーションのICT化に関するアンケート結果報告(令和７年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ICT化に関してのご意見を聞かせて下さい 

システムが全国統一されると連携しやすくなる 

月々の報告書など、当たり前と思っている業務をICT化できれば、業務負担の軽減に繋がると思います。ただ、ICT に関す

る知識が乏しいため、どのようなシステムが良いか分からない状況です。 

まだまだ入力作業に時間がかかり過ぎている感がある 

資金調達が難しいです。 

どこでも空き時間に記録が出来る。見やすく、共有も簡単。紙だと増えていくが、タブレット内にある為管理が容易。最初

は操作を覚えるのが大変だが使っていると覚えている。 

色々なものをまとめ 効率よく仕事ができたら良いと思う 

AIchatなどで急速に仕事が捗るようになりました。 

業務効率を上げるために必要だと思います。 

ibowを使用していますが、導入時のスタッフが退職してしまい、自力で使用してるので、 

上手く使いこなせていません。 

導入すればいいってものでもないですね。 

個人情報も多く取り扱いに悩む。 

スタッフにタブレットを渡そうかとも思うが自宅で残業とかしないか心配 

どんなソフト、ツールがあるのか知りたい 

法人内で居宅とヘルパー、訪問看護の3か所が同じソフトを利用している状況。 

現在のソフトは契約期間が切れるので他のソフト会社へ変更するのか、続けるのか検討中です。訪問看護として、今後タブ

レットでの記録や時間管理、情報共有ができればいいと要望を出しています 

どういうICTがあるのか照会一覧があると助かります。 

操作手技習得出来たら、業務時短や情報共有便利です。会社負担大きいので、補助金あればありがたい。 

管理しやすくなったし連携もスムーズだが、操作で分からないことやトラブル時の対応が難しい 

ランニングコストが掛かるので、法人ではパケット代が割安価格にならないものか。 

3台くらいでは、安くならないという話をきいてますが、訪問看護ステーションは人数が少ない。 

電子カルテや情報共有ツールがだんだん増えてきて、どれが良いのか実際のところは分からない。各社、改良を重ね、より

良いものを出してくるため、顧客側も自社に合うものを見直し、取り入れていく必要がある。 

移行期間が二重作業となる為、大変ですが今後、導入予定です 

法人との連携も有り、介護、医療（電子カルテ）が現在一体化したものではなく、今後変更するようだが、コストも導入迄

の時間もかかっている。 

また、在宅サービスでは山間部などネットワークが繋がっていない、繋がりにくい地域もある。 

職員の高齢化も有り、機械の操作方法についても導入後、気になる所である 

全国で統一して欲しい 

 


